
部 会 長     ご  挨  拶 

           青年部会長 佐藤 憲二 

            はじめに東日本大震災で被災された方々にお悔やみとお見舞いを申し上げます。 
第１８回通常総会におきまして、当青年部会第１０代目の部会長として選ばれました

事に対して身の引き締まる思いを感じております。私自身、あまり難しいことはわかり

ませんが会社同様、青年部会も存続が一番と考えております。今期の役員も５名新役員

として若手を起用いたしました。二年一期、後継者造りとして、様々な事業を行いたい

と考えております。また、東日本大震災後は義援事業と致しまして酒田ＹＥＧ、酒田青

年会議所、当青年部会合同での街頭募金活動を行い、集まった募金を酒田市に避難され

て来た子供たちに阿部市長、石川教育長を通じて渡して頂きました。 
これからも、様々な事業を行いながら酒田法人会青年部会の良さ、また名前をアピー

ルして関心を集めたいと思います。最後になりますが、酒田法人会の関連団体の皆様、また青年部会会員の皆

様の絶大なご協力を、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 

第第 1188 回回  青青年年部部会会通通常常総総会会  

第１８ 回青年部会通常総会は、平成２３年４月２０日（水）午後６時３０分より日新開発ビルにて開催しま

した。 

開会に先立って、東日本大震災で被害にあわれた数多くの方々の冥福をお祈りし、黙祷を捧げたのち、 

来賓として酒田税務署から渡邉署長殿と佐藤統括国税調査官殿を迎え、激励の挨拶を頂きました。 

議事については、平成２２年度事業報告並びに収支報告があり、平成２３年度事業計画（案）並びに予算（案）

が協議され、原案のとおり承認されました。 

また、任期満了に伴う役員改選が行われ、新部会長に 

佐藤憲二氏、副部会長に杉山道弘氏他が選任されました。 

総会終了後、新役員の紹介、卒業式、新入会員歓迎 

を兼ねた懇談会が佐藤部会長の挨拶で開会しました。 

卒業式では、前部会長そして卒業生に記念品贈呈式の 

後、各人より思い出や今後の青年部会への期待、励まし 

 の言葉がありました。 
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大谷部会長挨拶 渡邉税務署長ご挨拶 

卒業生の皆さんと記念撮影 総会の様子 新入会員の皆さんと記念撮影 
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副 部 会 長 

この度の異動で酒田税務署長を拝命した西山でございます。 

渡邉前署長同様よろしくお願いいたします。 

 まずは、この度の震災により被災された方に心からお見舞いを申し上げます。 

  

   私は、酒田市を初めて訪れましたが、鳥海山・月山に囲まれ、米どころの庄内 

平野が広がり、最上川が流れる豊かな自然環境、また、その昔北前船で賑わい、 

京文化の薫る歴史ある当地で仕事ができることを大変うれしく、また光栄に思って 

おります。 

 

社団法人酒田法人会青年部会の皆様におかれましては、小学生に対する庄内出羽 

人形による租税教室や各種研修会等を通じ税知識の普及、納税道義の高揚に尽力さ 

れており、心から御礼申し上げます。 

  今後も青年部会として活発な活動を展開されることを祈念しております。 

ごご    挨挨    拶拶 
酒田税務署長  西山 公造 

 

杉山 道弘 
今期佐藤憲二部会長の下で、副部会長を務めることとなりました。 
今年は大雪から始まり、大震災、大雨、猛暑、台風と多くの災害と記録的な円高で、非
常にきびしい状況が続いております。しかし、そのような時勢だからこそ青年部会から
「元気」を発信し、青年部会だからこそ出来ることを考え行動していければと考えてお
ります。未熟な自分ではございますが、会員の皆様のご指導とご協力を頂きながら頑張
りたいと思いますので、２年間よろしくお願い申し上げます。 

斉藤 修一   ＜総務・交流委員会担当＞ 
この度佐藤部会長の下、副部会長を務めることになりました。 
今年度は社団化３０周年及び、公益社団法人登録と大きな節目の年であります。来年度
は青年部会設立１９年。残念ながら２０周年は私が卒業した後の年度ということとなり
ますが、何はともあれ、諸先輩の礎を振り返り、２０周年を迎えることができるよう、
２年間務めてまいります。宜しくお願いします。 

佐藤 栄司   ＜社会貢献委員会担当＞ 
今年度、副部会長を命ぜられました佐藤栄司です。微力ながら会長を一年間支えて行き
たいと思っております。青年部が楽しく、活気に満ち溢れた会に出来ればいいと思って
おります。私も卒業まで僅かですが、残り少ない青年部活動を満喫し、思い出深い物に
していきます。今後ともよろしくお願いいたします。 

鈴木 啓一郎   ＜税務委員会担当＞ 
佐藤新部会長の下、引き続き今期も２年間副部会長を務めさせていただくことになりま
した。私の如き昼行灯がと、ミスマッチに甚だ心苦しい思いをしておりますが、極力、
会の邪魔にならぬよう心掛けてまいりますので、数合わせと割り切ってお付き合いいた

だければと思います。今年は社団化３０周年を迎え、更にその先を目指した組織作りの
スタートとしての年でもあると考えます。皆様と問題意識を共有できれば幸いです。 

  ところで、税務署では、震災への対応を最重要課題として被災地署への職員派遣、震災特例法の周知など、

被災された方々に対しきめ細やかな対応を行っております。 

  更に、納税者の利便性と署の事務の効率化を図るため、内部事務の一元化とｅ-Tax の普及・拡大にも取り

組んでおります。 特にｅ-Tax については、平成２５年度末までの利用率目標６５％達成に向け、署を挙げ

て普及拡大及び定着に努めているところでございます。 

  青年部会の皆様には、より一層のご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 



平成23年度  

第１回山形県法人会連合会青年部会連絡協議会 

出出出前前前租租租税税税教教教室室室               社社会会貢貢献献委委員員会会 

東東日日本本大大震震災災にに係係るる募募金金活活動動  

ランナー 第 32号 (3)

６月２３日（木）天童市「滝の湯ホテル」にて（社）山形県法人会連合会青年部会 

連絡協議会が行われました。新会長に山形法人会部会長の山口清彦氏を迎え、全国青年 

の集い三重大会や次期開催地（新庄市）について話し合われました。 

  また、今年度より県からの委託を受け「婚活」応援事業を推進するとの報告があり、 

今後の酒田法人会の対応を検討していきたいと思います。 

  会議後、さくらんぼ農園を見学し、縁結びの観音様として名高い「鈴立山若松寺」に 

参拝させて頂きました。 

社会貢献委員会担当事業として今年度も、庄内出羽人形 座長 津盛柳貮郎 氏と共に、酒田市内の小学校 

４校において出前租税教室を行いました。 

 

６月１７日 泉小学校      ７８名 

６月２１日 黒森小学校     ５８名  父兄３０名 

６月１３日 若浜小学校    ３４８名  （女性部会の補助） 

６月２４日 東平田小学校全校  ３５名  父兄１２名（女性部会の補助）が参加して下さいました。 

 

庄内出羽人形による消費税についてのお話と、迫力ある踊りは圧巻で子供達も目を輝かせ、拍手喝采でした。 

 終了後、津盛氏の周りには、生徒の輪ができていました。 

 

広域にわたる甚大な被害をもたらした東日本大震災。 

社団法人酒田青年会議所、 

酒田商工会議所、 

社団法人酒田法人会 

の酒田青年部三団体が、被災され山形県内及び酒田 

市内に避難されて来た方々にできる限りの支援をと、 

４月１０日イオン酒田南店、(株)中合清水屋で街頭 

募金活動を行い、多くの市民の皆様から沢山の募金 

を頂戴しました。 

皆様から頂きました義援金は、酒田青年部三団体の 

代表により、４月１６日 酒田市に届け出されました。 



 

全国青年の集い 三重大会 

企 業 訪 問                 総務交流委員会 

ランナー 第 32号 (4) 

生命保険の税務知識                税務委員会 

 
会員紹介 ＜入会順＞   （敬称略） 

 通常総会以降、入会いただきました
皆様を紹介いたします。 

＜総務・交流委員会＞ 

司ボデー（株）   佐藤 紀晃 

＜社会貢献委員会＞ 

   佐藤建業       佐藤 祐 

＜税務委員会＞ 

   （有）日出輝無線サービス  

上林 えり 

            

税を考える週間 記 念 公 演 
１１月１１日～１１月１７日 

１１月１１日 

酒田市民会館【希望ホール】 

１１月１７・１８日 

県営サンアリーナ 

青年部会では部会員増強を目標に揚げております。事業内容も魅力

のある青年部会になるように充実を図っております。 

是非、皆様のご紹介をいただきたくお願い申しあげます。  

編集後記  

編集に際しご協力いただいた皆様ありがとうございました。 
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青年部会員増強について 

去る７月２８日、会員交流総務委員会の事業にて企業訪問研修が行われました。 

今回は青年部会、女性部会、ＯＢ会の合同にて参加者を募り、例年になく３２名と多数の参加を得て研修できま

した。 

訪問先は藤島にある(株)ウエノ、余目に工場がある(株)大商といずれも日本、世界へ飛躍している元気企業を

訪問させていただきました。 

株式会社ウエノ様の上野社長には下請けからメーカーになるまでのサクセスストーリー、そしてこれからは日

本国内での生産を目指す心強いお話を参加者のみなさんは興味深く聞き入ってました。 

株式会社肉の大商様の小野木社長には最新の衛生施設、工場視察をご案内していただき、社員一人一人とのコ

ミュニケーションを大事にし、社員一体となって邁進していきたい強い決意を感じ取ることができました。 

懇親会も上野社長、小野木社長の両社長をお迎えし、 

名刺交換もしながら有意義な懇親会を開催することが 

できました。 

来年度も庄内の元気のある企業をﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟし、 

企業人である会員のみなさまの繁栄につながる 

よう継続していきたいと思います。 

平成２３年６月２２日（水）だるま寿司におきまして、「生命保険の税務知識」と題して、 

当会の会員でもある大同生命保険 (株) 庄内営業所所長の関 昌弘氏を 

講師に迎え、１７名が参加して勉強会を開催いたしました。 

全法連が同生保に委託している「経営者大型総合保障制度」が今年でちょうど 

４０周年を迎え、分かり易い冊子を使っての説明に、参加した会員は基礎的知識 

を深めたものと思います。 


